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各 都 道 府 県 教 育 委 員 会 施 設 担 当 課 
各 指 定 都 市 教 育 委 員 会 施 設 担 当 課 
各 都 道 府 県 私 立 学 校 担 当 課 
各 指 定 都 市 私 立 学 校 担 当 課 御中 
各 国 公 私 立 大 学 施 設 担 当 部 課 
各 国 公 私 立 高 等 専 門 学 校 施 設 担 当 部 課 
独立行政法人国立高等専門学校機構施設担当部課 

 

文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部施設企画課 

 
既存学校施設の維持管理について 

 
学校施設の維持管理の徹底については、「学校施設の維持管理の徹底について（通知）」

（平成 27年 10 月 30 日付け 27 文科施第 375 号）及び「子供たちの安全を守るために－

学校設置者のための維持管理手引－」（平成 28 年３月）等により、繰り返しお願いして

きたところですが、去る２月７日、岡山県倉敷市立第二福田小学校の教室において、天

井の梁下モルタルの一部が落下する事故が発生しました（別紙参照）。 

本件では、人的被害は生じなかったものの、重大な事故につながるおそれがあったこ

とを踏まえ、各学校設置者におかれては、改めて維持管理の重要性を学校現場と十分に

共有するとともに、特に落下等により人命に関わる重大な被害が懸念される天井の梁下

モルタルや外壁等について劣化状況等を点検し、必要に応じて立入禁止や改修等の適切

な措置を講じるようお願いします。 

このことについて、各都道府県教育委員会施設担当課におかれては、域内の各市区町

村教育委員会に対して、また、各都道府県私立学校担当課におかれては、所轄の私立学

校に対して周知するようお願いします。 
 
 

【本件問合せ先】 

文部科学省大臣官房文教施設企画・防災部施設企画課 

環境施設企画係 島岡 

電話：03-5253-4111（内線 2288） 

E-mail：shisetulead-2@mext.go.jp 



 別 紙  

 

 

 

岡山県倉敷市立第二福田小学校の教室における天井梁下モルタルの落下事故について 

 

 

１．事故の経緯 

平成 31 年２月７日（木）14 時 45 分から 15 時 30 分の間に、倉敷市立第二福田小学校の

教室において、天井の梁下モルタルの一部が落下。 

 

２．事故の状況 

○ 事故が発生した教室は、南校舎（鉄筋コンクリート造４階建）の３階普通教室、昭和 

４８年完成。 

○ 天井梁下モルタルの一部（幅 40cm・長さ 2.2ｍ・厚さ３cm・約 50kg）が落下。 

○ 落下した時間帯の教室には、児童や教員は不在で人的被害はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 
赤破線部分のモルタルが落下               モルタルが落下した梁 

 

３．推測される事故原因（倉敷市教育委員会の見解） 

経年劣化が原因と思われるが、現在、原因を調査中。 

 

４．倉敷市教育委員会の対応 

事故後、直ちに教育委員会の建築技師が専門業者とともに、同校全ての教室を点検し、

浮きが確認されたモルタルは当日中に全て撤去した。 

また、８日（金）の朝には、市内の学校園に対し、教室内の天井梁下モルタルの緊急点

検を依頼した。 

緊急点検の結果などを踏まえ、９（土）から順次全学校園を対象として市職員や専門業

者による詳細点検を実施し、是正が必要と判断された場合には、必要な対応を講じる。 


